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平成 25 年度　全国学力・学習状況調査について

　国立教育政策研究所は平成 24 年 3 月に平成 19 年度から 22 年度までの 4 年間の全国学力・学習状況調査の調査
結果を分析し，成果として認められる内容と課題として考えられる内容を教科毎にとりまとめています。算数科と
して挙げられている課題には，次のようなものがあります。

1.数と計算
　（1） 乗法や除法の意味を理解すること

2.量と測定
　（1） 求積に必要な情報 （図形の長さ及び図形の性質） を取り出して面積を求めること

3.図形
　（1） 図形の性質を基に事象を判断すること

4.数量関係
　（1） 計算の順序についてのきまりなどを理解すること
　（2） 割合の意味を理解すること

　このうち，割合については全国学力・学習状況調査で毎回出題されていますが，いたって正答率が低く，課題が
あると言われ続けてきています。しかし，平成 25 年度の問題を見ると，従来と出題の傾向が異なっており，A 問
題の 8 1として，「200 cm の 50 % の長さを求める （答えを選択する）」問題が出されています。この問題の正答
率は 76.9 % ですが，平成 20 年度に出された類似問題 （「620 冊の本の 40 % の冊数を求める式と答えをかく」問題） 
の正答率 55.1 % に比べると相当高くなっています。このことから，児童は，比較的容易な場面であれば，正しく
数量の関係をとらえることができることがわかります。
　B 問題の 5 2は，「平成 22 年と 23 年を比べて，インターネットでの本の貸出冊数が増えたかどうかを，平成 
20 年と 21 年に関する説明を基にして説明する」問題です。この問題の正答率は 44.7 % であり，類似問題とな
る平成 22 年度の「割引券を使って買い物をする」問題の正答率 17.4 % と比較すると，正答率が上がっています。
平成 25 年度では，割合をかけ算と結びつけ，計算の結果で比べる方法と式を観察して比べる方法の 2 種類を提示
して，子どもたちにすきな方法を選択させたことで正答率が上がったと考えられます。このことは，子どものわか
りやすい方法を基にして考えさせると，正しく答えられる子どもが増えることを示しています。
　啓林館の教科書では，上のような問題はもちろん，A 問題や B 問題に対応できるように『よみとる算数』『算数
の自由研究』『どんな計算になるのかな』『考えを広げよう，深めよう』「もっと練習」等を設けて，読解力や問題
解決力及び，思考力・判断力・表現力を育成し，算数の有用性が実感できるように配慮してあります。これまでに
行われた全国学力・学習状況調査問題の詳細を検討して，授業及び評価の改善に役立ててほしいと願っています。

啓林館教科書編集委員会

参考資料

1) 　『全国学力・学習状況調査の 4 年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ～児童生徒への学習指導の改
善・充実に向けて～』2012. 国立教育政策研究所　教育課程研究センター

2) 　『全国学力・学習状況調査の 4 年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ～児童生徒への学習指導の改
善・充実に向けて～(資料編)　小学校 算数　中学校 数学』2012. 国立教育政策研究所　教育課程研究センター

3) 　『平成25年度全国学力・学習状況調査報告書　小学校 算数』2013. 文部科学省，国立教育政策研究所
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問題A　主として「知識」に関する問題

◎ 教科書との関連
（３上「たし算とひき算の筆算」）
・ 3 上 p.54　（ 3 位数）-（ 3 位数）で，繰り下がりが 2 回の筆算のしかたを示し，練習問題で，減数が 2 けたの場合
の計算を取り上げています。

    2 位数のときと同じように，繰り下がりを忘れないために，補助数字を書かせるとよいでしょう。

◎ 教科書との関連
（４上「小数」）

・ 4 上 p.76　 1
100  の位までの小数の加法の筆算のしかた

を示しています。
     筆算の形に書くときは，小数点をそろえて書くこ
とに注意させましょう。また，p.76 問題 2 の 7+3.51 の
ような計算では，7 を 7.00 と考えて計算することをおさ
えましょう。

◎ 教科書との関連
（５上「小数×小数」）

・ 5 上 p.34　 1
100  の位までの小数の乗法の筆算のしか

たを示しています。
     筆算の形に書くときは，右側をそろえて書くこ
とに注意させましょう。また，積の小数点から下のけ
た数は，被乗数と乗数の小数点から下のけた数の和に
なることを確認させましょう。

  大きな間違いをしないように，積を見積もってから
筆算をするように指導するとよいでしょう。

1　四則計算
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1 243-65 を計算する 繰り下がりのある減法の計算をするこ
とができる 数と計算 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 2 0.75+0.9 を計算する 小数の加法の計算をすることができる 数と計算 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 3 9.3*0.8 を計算する 小数の乗法の計算をすることができる 数と計算 技能 短答

▼ ４上 p.76

▼ ５上 p.34
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◎ 教科書との関連
（４下「小数×整数，小数÷整数」）
・ 4 下 p.46　(整数)/(整数)  で，商が小数になる計算の
しかたを示しています。

・ 4 下 p.50　わり進む筆算のしかたを示しています。
  練習問題では，(整数)/(整数) で，商が小数になる筆
算の問題を扱っています。

    被除数の 6 を 0.1 が 60 個と考えると，整数の
計算と同じように考えて計算できることをおさえて
おきます。筆算で計算するときは，0 をつけたしてわ
り進む計算のしかたをしっかり理解させておくこと
が大切です。

◎ 教科書との関連
（４上「式と計算の順じょ」）
・ 4 上 p.48-49　(　) がある式では (　) の中をさきに計算するという計算のきまりを使って，2 つの計算を 1 つの
式に表す問題を取り上げています。また，p.51 で，(　) がある式の計算の練習問題を扱っています。

     四則混合の式や (　) がある式の計算の順序について，具体例を通して理解させることが大切です。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 5 16-(6+3) を計算する (　) を用いた整数の計算をすること
ができる 数量関係 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 4 6/5 を計算する 商が小数になる除法の計算をすること
ができる 数と計算 技能 短答

▼ ４上 p.48-49

▼ ４下 p.46
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◎ 教科書との関連
（４下「分数」）
・ 4 下 p.71　帯分数を含む同分母分数の加法の計算の
しかたを示しています。

    帯分数の加法や減法は，仮分数に直して計算
する方法と，帯分数を整数と真分数の和で表して計
算する方法のどちらでも計算できることを確認させ
ましょう。

  帯分数を仮分数に直すときは，計算間違いに注意
するよう指導します。

◎ 教科書との関連
（５上「分数」）
・ 5 上 p.110-111　(分数)*(整数) の計算のしかたを示しています。

▼ ４下 p.71

▼ ５上 p.110-111

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 6 27%+17! を計算する 同分母の分数の加法の計算をすること
ができる 数と計算 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 7 9@*4 を計算する 乗数が整数である場合の分数の乗法の
計算をすることができる 数と計算 技能 短答
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◎ 教科書との関連
（４下「がい数とその計算」）
・ 4 下 p.3-4　四捨五入で，ある位までのがい数に
するしかたを示しています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・ 選択肢 1 を選んだり，4 を選ばない … 百の位を四
捨五入してから千の位を四捨五入して考えていま
す。

     ある位までの概数で表すには，そのすぐ下
の位を四捨五入することをおさえておくことが大
切です。

◎ 教科書との関連
（３上「あまりのあるわり算」）
・ 3 上 p.96　わる数と商と余りからわられる数を求
める式を使った答えの確かめ方を示しています。
（４上「1 けたでわるわり算の筆算」）
・ 4 上 p.24　(わる数)*(商)+(余り)=(わられる数)
という答えの確かめの式を示しています。

     余りのあるわり算について，わられる数を
求める式を，児童自身に見出させることによって
しっかり理解させましょう。

   余りのないわり算について，
(わる数)*(商)=(わられる数) であることから考
えさせるとよいでしょう。

▼ ４下 p.4

▼ ４上 p.24

2　四捨五入
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2 一万の位までの概数にしたときに，
20000 になる数を選ぶ

示された位までの概数にする際，一つ
下の位の数を四捨五入して処理する方
法について理解している

数と計算 知・理 選択

3　被除数，除数，商及び余りの間の関係
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3 除数と商と余りから被除数を求める式
を選ぶ

余りのある除法の場面において，被除
数を求める式について理解している 数と計算 知・理 選択
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◎ 教科書との関連
（５下「単位量あたりの大きさ」）
・ 5 下 p.31-32　混み具合について，一方の量を単位量にそろえて比べる問題を取り上げています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・ 選択肢 4 … 式を見て 1 人あたりの面積を求めているととらえて，面積のせまい B の方が混んでいると考えていま
す。

    式から，1 m2 あたりの人数を求めているのか，1 人あたりの面積を求めているのかを読み取ることができ
るようにすることが大切です。また，1 m2 あたりの人数で比べる場合，人数が多い方が混んでいるといえること
をしっかりおさえておきましょう。

4　単位量当たりの大きさ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4
A と B の 2 つのシートの混み具合を比
べる式の意味について，正しいものを
選ぶ

単位量当たりの大きさを求める除法の
式の意味を理解している 量と測定 知・理 選択

▼ ５下 p.31-32
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◎ 教科書との関連
（３上「時間と長さ」）
・ 3 上 p.86　巻き尺を使って測定する場面と，その測り方を取り上げています。
    巻き尺は，長いものを測るときだけでなく，丸いもののまわりを測るときにも使うことをおさえます。

◎ 教科書との関連
（４上「面積」）
・ 4 上 p.93　大きな面積を表す単位 a(アール)と ha(ヘクタール)について取り上げています。

5　計器の選択，面積の単位，台形の面積
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5 1
木のまわりの長さを測定する際に用い
る計器を適切に選ぶ

曲線部分の長さを測定する際に用いる
適切な計器を理解している 量と測定 知・理 選択

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5 2
1a(1 アール) と等しい面積になる正方
形の一辺の長さを選ぶ

1a(1 アール) の面積と等しい正方形の
一辺の長さを理解している 量と測定 知・理 選択

▼ ３上 p.86 

▼ ４上 p.93 
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5 3
上底 3 cm，下底 8 cm，高さ 4 cm，
斜辺 5 cm の台形の面積を求める式と
答えを書く

台形の面積の求め方を理解している 量と測定 知・理 短答

◎ 教科書との関連
（５下「面積」）
・ 5 下 p.12　三角形や平行四辺形の面積の公式を使って台形の面積の求め方を考える問題と，公式を使って台形の
面積を求める問題を扱っています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・式 (3+8)*4，答え 44 (cm2) … 台形の面積の公式を，(上底+下底)*高さ  と考えて求めています。
    合同な台形を 2 つ合わせて平行四辺形を作り，面積を求めた過程を思い出させて，台形の面積の公式を確
認させましょう。また，上底，下底等の用語についてもおさえておきましょう。

▼ ５下 p.12
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◎ 教科書との関連
（５上「合同な図形」）
・ 5 上 p.67-69　合同な三角形をかくためには，どのような条件が必要かを考え，その考えをもとに合同な三角形
を作図する問題を取り上げています。

・ 5 上 p.72 問題 4　三角形の 3 つの角の大きさを示し，合同な三角形をかくためにあと 1 つ必要な条件を考えさせ
る問題を扱っています。

    三角形の形を 1 つに決めるには，3 つの辺の長さ，2 つの辺の長さとその間の角の大きさ，1 つの辺の長さ
とその両端の角の大きさ，の 3 通りの方法があることを，実際の作図を通してしっかり理解させましょう。その
際には，「間の角」「両端の角」がどこを指すかもポイントになります。3 つの角の大きさだけでは，三角形の形
は 1 つに決まらないことも確認させておきましょう。

▼ ５上 p.68-69

▼ ５上 p.72

6　合同な三角形をかくために必要な条件
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6 三角形 ABC と合同な三角形をかくこ
とができる条件を選ぶ

三角形 ABC と合同な三角形をかくた
めに必要な条件を理解している 図形 知・理 選択
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◎ 教科書との関連
（５下「円と正多角形」）
・ 5 下 p.70　公式を使って円周を求める問題を取り上げています。
（５下「角柱と円柱」）
・ 5 下 p.80　円柱の展開図について，側面は長方形で，その横の長さは底面の円周の長さに等しく，縦の長さは円
柱の高さと同じであることを示しています。

    円柱の展開図とそれを組み立てた見取図を関連づけて，側面の展開図の長方形の横や縦が円柱のどこにあ
たるのかをおさえておきましょう。実際に展開図を組み立てて円柱を作らせ，理解を深めることが大切です。

  また，円周の長さの求め方も確認しておきましょう。

7　立体図形の見取図と展開図
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

7
1

展開図に示された側面の長方形の縦の
辺の長さを書く

円柱について，見取図の高さと展開図
の側面の辺の長さとが対応しているこ
とを理解している

図形 知・理 短答

2
展開図に示された側面の長方形の横の
辺の長さを求める式と答えを書く

円柱について，底面の円周の長さと展
開図の側面の辺の長さとが対応してい
ることを理解している

図形 知・理 短答

▼ ５下 p.80
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◎ 教科書との関連
（５下「割合」）
・ 5 下 p.44　基準量と割合から比較量を求める問題を取り上げています。
・ 5 下 p.46,47　百分率と小数倍の関係を示し，比較量を求める問題で，割合を百分率で表したものを扱っています。
    割合の問題は，関係図や線分図をもとにして考えさせるとよいでしょう。「もとにする量 (基準量)」，
 「くらべる量 (比較量)」ということばの意味や，(もとにする量)*(割合)=(くらべる量) という関係を確認させま
しょう。また，割合を百分率で表した問題では，百分率を小数倍に置き換えて計算すればよいことをおさえてお
きましょう。

8　百分率の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

8 1 200 cm の 50％ に当たる長さを選ぶ 割合が 50％ のとき，基準量と比較量
の大きさの関係を理解している 数量関係 知・理 選択

▼ ５下 p.44

▼ ５下 p.46

▼ ５下 p.47
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◎ 教科書との関連
（５上「小数×小数」）
・ 5 上 p.36　積と被乗数の大小関係を考える問題を取り
上げています。

　（５下「割合」）
・ 5 下 p.44,47　基準量と割合から比較量を求める問
題を取り上げています。p.47 では，割合を百分率で
表した問題を扱っています。

    かける数>1 のとき，積>かけられる数，
 かける数<1 のとき，積<かけられる数 という関係か
ら，乗数を見れば，計算をしなくても積と被乗数の大
小が判断できることを理解させましょう。この問題
では，120%，すなわち 1.2 倍の値を求めることから，
くらべる量は，もとにする量より大きくなると判断で
きることになります。

  また，割合が 100% を超える具体的な場面について取り上げ，慣れ親しんでおくことも大切です。

◎ 教科書との関連
（３下「表とグラフ」）
・ 3 下 p.61　1 目もりの大きさが 1 でない棒グラフを読
み取る問題を扱っています。

    最小目もりが 2，5，10 であるような棒グラフ
の数値を読み取ったり，資料をそのような目もりの棒
グラフに表す活動を通じて，グラフの読み取りや，適
切な目もりのつけ方を習熟させることが大切です。

9　棒グラフ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

9
最小目盛りが 2 に当たる棒グラフから，
借りた本の冊数が一番多い曜日とその
曜日に借りた冊数を書く

棒の長さと最小目盛りに着目して，数
値が最も大きい項目とその数値を読み
取ることができる

数量関係 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

8 2
500 g の 120％ に当たる重さについて，
適切なものを選ぶ

割合が 100％ を超えるとき，基準量と
比較量の大きさの関係を理解している 数量関係 知・理 選択

▼ ５上 p.36

▼ ３下 p.61
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問題B　主として「活用」に関する問題

◎ 教科書との関連
　（４下「だれでしょう」）
・ 4 下 p.98-99　与えられた条件を表を使っ
て整理し，それをもとに筋道を立てて考え，
順序よく推論して解く問題を扱っています。

　（５下「輪投げ」）
・ 5 下 p.86-87　与えられた条件をもとに筋
道を立てて考え，順序よく推論して解く問
題を扱っています。

    問題文から，それぞれの残りの枚数
とまだ選んでいない乗り物を把握し，それ
をもとに 2 人とも乗れる乗り物を判断する，
というように，条件にあてはまるものを順
序よく推論する良さに気づかせることが大
切です。

  このような問題では，なぜそのように判
断したかを説明させるなどして，たまたま
解答にたどりついて終わることのないよう
に，丁寧に指導しましょう。

1　複数条件を基にした判断と根拠の説明 （遊園地）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1

残りの乗り物券の枚数と乗る予定の乗
り物を基に，二人がまだ乗る予定にな
く一緒に乗ることができる乗り物を書
く

情報を整理し，筋道を立てて考え，三
つの条件全てに当てはまる乗り物を判
断することができる

数と計算
数量関係 考え方 短答

▼ ４下 p.98-99

▼ ５下 p.86-87
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 2
三つの乗り物券の買い方を比較して，
どの買い方が一番安いかを選択し，そ
のわけを書く

三つの買い方の中から最も安くなる買
い方を選択し，その選択が正しい理由
を記述できる

数と計算 考え方 記述

◎ 教科書との関連
　（３上「たし算とひき算の筆算」）
・ 3 上 p.46-47　100 を単位にした加法や減法の計算のしかたを示しています。
　（３下「2 けたをかけるかけ算の筆算」）
・ 3 下 p.82　(3 位数)*(2 位数)の筆算のしかたを示しています。問題 2 では，200*34 のように空位のある筆算の
しかたについても扱っています。

　（６下「場合を順序よく整理して」）
・ 6 下 p.30-31　起こり得る場合を順序よく整理して，その中から目的に合ったものを選ぶ問題を扱っています。
    3 通りの買い方が示されているので，理由の説明としては，それぞれの買い方の料金を求め，その中から
最も安いものを選択したことを示す必要があります。式を並べるだけでなく，説明する対象を示すことばなど，
適切なことばを使って説明できるように指導していくことが大切です。

▼ ６下 p.30
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◎ 教科書との関連
（５下「平均とその利用」）
・ 5 下 p.24　歩はばを求める際に，まず，10 歩の距離
の平均を求め，それをもとに 1 歩の歩はばを求める問
題を扱っています。

◎ 教科書との関連
（５下「平均とその利用」）
・ 5 下 p.27　記録の中から外れ値を除いて平均を求める
問題を扱っています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・ 選択肢 3 … 合計を求める計算では外れ値である 2 回
目の結果を除いていますが，回数を 6 としたまま計算
しています。

    資料の中に飛び離れた数値があるときは，それ
を除いて平均を求めることを指導します。その際に，
資料の個数も減ることに注意させましょう。

  測定ミスや条件が違っている等，その原因について
考えさせることも大切です。

2　実験結果の数理的な処理と解釈 （ふりこ）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2 1
示された式の値が何を表しているのか
を書く

示された平均を求める式から，その計
算の結果が何を求めているのかについ
て理解している

量と測定
数量関係 知・理 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

2 2
正しく測定できなかった結果を除いて
平均を求めるときの正しい式を選ぶ

飛び離れた数値を除いた場合の平均を
求める式を選択することができる

量と測定
数量関係 知・理 選択

▼ ５下 p.24

▼ ５下 p.27
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◎ 教科書との関連
（５上「体積」）
・ 5 上 p.25　直方体の縦と横の長さが一定のとき，高さが 2 倍，3 倍，…… になると，体積も 2 倍，3 倍，…… に
なることから，直方体の高さと体積の比例関係を示しています。

　（５下「面積」）
・ 5 下 p.15　三角形の底辺が一定のときの，三角形の高さと面積の比例関係を示しています。
　（５下「円と正多角形」）
・ 5 下 p.71　直径と円周の比例関係を示しています。
　（５下「○や£を使った式」）
・ 5 下 p.85　伴って変わる 2 つの数量が比例しているかどうかを，表にかいて調べ，説明する問題を扱っています。
　（６上「比例と反比例」）
・ 6 上 p.108-109　比例の性質を示しています。
    一方の値が 2 倍，3 倍，…… になると，もう一方の値も 2 倍，3 倍，…… になるという比例の関係について，
確認させましょう。比例の関係でないことの説明には，ふりこの長さと 10 往復する時間の具体的な数値をあげ
る必要があるので，このように根拠を明確にして説明する態度を，日頃の学習の中で養っていくことが大切です。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

2 3

示された実験の結果から，ふりこの長
さと 10 往復する時間が比例の関係に
なっていないことを表の数値を基に書
く

表から数値を適切に取り出して，二つ
の数量の関係が比例の関係ではないこ
とを記述できる

量と測定
数量関係 考え方 記述

▼ ５上 p.25 ▼ ５下 p.85



◎ 教科書との関連
（５上「合同な図形」）
・ 5 上 p.62-63,66　合同な図形の意味を示し，また，四角形を対角線で分けてできる三角形について，合同になっ
ているかを調べる問題を扱っています。

　（５下「面積」）
・ 5 下 p.8-9　平行四辺形について，分割することによって面積の求め方を考え，その求め方を説明する問題を扱っ
ています。

◎ 教科書との関連
（５下「面積」）
・ 5 下 p.6　三角形の底辺，高さの用語を説明し，三角形の面積を求める公式を示しています。
・ 5 下 p.14 問題 5　平行な 2 直線の間にある，底辺が等しい三角形の面積は等しくなることから，2 つの三角形の面
積が等しくなることを説明する問題を取り上げています。

    底辺と高さが等しければ，2 つの三角形の面積は等しくなることに気づかせます。実際に 2 つの三角形の面
積を求めて説明してもよいですが，どちらの場合でも，根拠となる数値を示して論理的に説明できるようにする
ことが大切です。

-17-

3　図形の観察と判断の根拠の説明 （四角形の 4 等分）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3 1
三人の児童の説明に対応する，長方形
を 4 等分した図をそれぞれ選ぶ

図に示された分割の仕方とその説明と
を対応させることができる

量と測定
図形 知・理 選択

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3 2
示された分け方が元の長方形を 4 等分
していることの説明として，二つの三
角形の面積が等しいことを書く

示された分け方で二つの三角形の面積
が等しくなることを記述できる 量と測定 考え方 記述

▼ ５下 p.8-9
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◎ 教科書との関連
（４下「垂直・平行と四角形」）
・ 4 下 p.29-30　台形の定義や性質について示してい
ます。

　（５下「面積」）
・ 5 下 p.12　台形の面積の求め方を取り上げています。
　（４上「よみとる算数（１）」）
・ 4 上 p.111 問題 3　資料を読み取って，正しくない
ことを根拠をあげて説明する問題を扱っています。

　（５下「よみとる算数（２）」）
・ 5 下 p.89 問題 3　帯グラフを読み取って，正しくな
いことを根拠をあげて説明する問題を扱っています。

    台形では，対角線で分けた 2 つの三角形が合
同ではない (底辺が等しくない) ので，それぞれを 2 
等分しても 4 つの三角形の面積は等し
くならないことに気づかせます。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3 3
4 等分になるための条件の中で，台形
では当てはまらないわけを選ぶ

長方形と台形の分割の仕方を比べて，
台形の場合は 4 等分にならないわけを
選択することができる

量と測定
図形 考え方 選択

▼ ５下 p.6

▼ ４上 p.110-111

▼ ５下 p.14

▼ ４下 p.30

▼ ５下 p.12
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◎ 教科書との関連
（３上「わり算」）
・ 3 上 p.24　何倍にあたる数を求めるには，わり算
を使えばよいことを示し，何倍かを求める問題を
扱っています。

　（４上「１けたでわるわり算の筆算」）
・ 4 上 p.21　相対的な見方により，10 や 100 を単位
にして，そのいくつ分と考えて計算をするわり算
を扱っています。

　（４上「２けたでわるわり算の筆算」）
・ 4 上 p.107-108　わり算の性質を使って，大きな
数の計算をする問題を取り上げています。

　（４下「がい数とその計算」）
・ 4 下 p.2-11　がい数の表し方を示し，がい数を
用いる場面や，がい数を使って答えを見積もる計
算について取り上げています。

　（５下「単位量あたりの大きさ」）
・ 5 下 p.34　単位量あたりの考えを使って解決する
問題を扱っています。

　（５下「割合」）
・ 5 下 p.41-43　割合の意味と割合を求める式を示
し，何倍かを求める問題を扱っています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・ 答え 15 … ワールドカップ後の観客数を前の観客
数でわって，33000/2200=15 で，約 15 倍と求
めています。

    1 試合あたりの観客数にそろえて比較する
ことに気づかせ，ワールドカップ後の 1 試合あた
りのおよその観客数を求めてから，何倍かを求め
ることを確認させます。

  相対的な見方やわり算の性質を使うと計算が簡
単にできることも，おさえておくとよいでしょう。

▼ ３上 p.24

▼ ５下 p.34

4　情報の解釈と筋道を立てた表現（サッカー）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4 1

ワールドカップ後の 1 試合当たりの観
客数がワールドカップ前の 1 試合当た
りの観客数の約何倍になるのかを求め
る方法と答えを書く

単位量当たりの大きさなどに着目して，
二つの数量の関係の求め方を記述でき
る

数と計算
量と測定 考え方 記述
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◎ 教科書との関連
（４下「直方体と立方体」）
・ 4 下 p.94-95　平面上にあるものの位置を，2 つの数の組を使って表す問題を取り上げています。
    ●の席の例から，縦の番号を「列」，横の番号を「番」で表していることを読み取ります。日常生活の中で
も，数の組を使って位置を表す活動を取り入れるとよいでしょう。基準の位置がどこであるかにも留意するよう
指導しましょう。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

4 2
5 列 10 番の座席の位置を基に，2 列 4 
番の座席の位置を表す

示された情報から二つの要素の意味を
解釈し，ものの位置を特定することが
できる

図形 知・理 短答

▼ ４下 p.94-95
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◎ 教科書との関連
（４上「式と計算の順じょ」）
・4 上 p.48-51　四則混合の計算の順序を示し，四則や (　) を含む計算問題を取り上げています。
    北チームの勝ち点の合計を正しく求められない児童には，計算のきまりをしっかり確認させましょう。こ
とばの式に数値をあてはめて，間違いなく立式できるようにすることも大切です。

▼ ４上 p.51

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

4 3
示された式を基に北チームの勝ち点の
合計を求める式を書き，勝ち点の合計
と順位を書く

示された式に数値を当てはめて計算し，
計算の結果の大小を基に判断すること
ができる

数量関係 考え方 短答
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◎ 教科書との関連
（３下「表とグラフ」）
・ 3 下 p.60-61　棒グラフについて示し，棒グラフを読み取る問題を取り上げています。
　（４上「折れ線グラフ」）
・ 4 上 p.60-63　折れ線グラフについて示し，折れ線グラフを読み取る問題を取り上げています。
　（４上「算数のまど」）
・ 4 上 p.121　棒グラフと折れ線グラフを同時に表しているグラフから，2 つを関連づけて読み取る問題を取り上げ
ています。

◎誤答の例と指導のポイント
・選択肢 1 … 来館者数を棒グラフ，貸出冊数を折れ線グラフから読み取り，判断しています。
    それぞれのグラフが表しているものや，左右の目もりがどちらについてのものかを確認してから，問題に
取り組むように指導しましょう。「増える」，「減る」，「変わらない」というのはグラフのどのような状態をいう
のかを，しっかり理解させることも大切です。

5　資料の数学的な解釈と判断の根拠の説明（図書館）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5 1

棒グラフと折れ線グラフの両方が示さ
れたグラフの説明に対して，その説明
がグラフのどの期間を示しているのか，
正しいものを選ぶ

棒グラフと折れ線グラフの両方が示さ
れたグラフから，必要な情報を読み取
ることができる

数量関係 技能 選択

▼ ４上 p.121
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◎ 教科書との関連
（５下「割合」）
・ 5 下 p.44，47　基準量と割合から比較量を求める問題を取り上げています。p.47 では，割合を百分率で表した問
題を扱っています。

・ 5 下 p.50-51　帯グラフの意味と，その特徴や読み取り方を示しています。
・ 5 下 p.58　複数の帯グラフから割合の変化を読み取る問題を取り上げています。
　（５下「よみとる算数（２）」）
・ 5 下 p.89 問題 3　2 つの帯グラフの資料についての読み取り方が正しいかどうかを，基準量と割合の関係から判
断し，説明する問題を取り上げています。

　（５下「算数のまど」）
・ 5 下 p.106-107　複数の帯グラフ，棒グラフを読み取り，基準量や割合の変化について判断し，説明する問題を
取り上げています。

    実際に貸出冊数を求めて判断することもできますが，割合が一定で基準量が増えているから比較量も増え
る，と判断できるようにしていくことが大切です。

  基準量，比較量，割合を数直線図などに表すことによって，それぞれの大小の関係をしっかり把握させましょう。

▼ ５下 p.58

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5 2
帯グラフに示された割合と基準量の変
化を読み取り，インターネットの貸出
冊数の増減を判断し，そのわけを書く

割合が同じで基準量が増えているとき
の比較量の大小を判断し，その判断の
理由を記述できる

数量関係 考え方 記述
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▼ ５下 p.88-89

▼ ５下 p.106-107
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